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3.7 運動量の法則 (p70)

(1) 運動量

9

ポイント：運動の強さを表す

金属球の質量：m1= m2

金属球の速度：υ1<υ2

金属球の質量：m1>m2

金属球の速度：υ1=υ2

。質量と速度に比例する量的に表す。運動量は

の運動の強さをを運動量といい、物体質量と速度の積 m:



(2) 運動量の変化
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第3章 流体運動の基礎理論 No.6

3.8 運動量の法則の応用
（0） 狭まり管に働く力
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〔練習問題 6〕
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方向に作用する。管に及ぼす力は図の右
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（1） 曲がり管路に働く力 (p73)

][)( 221121 NApApQf  

)39.3(
sinsin)sinsin(

coscos)coscos(

2221112211

2221112211













pApAQF

pApAQF

y

x

流体が管に及ぼす力
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〔例題 7〕 (p74)
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図のように、内径 300mm の管路の取り付けた 90°
のベンドに、206 kPa の圧力で 280 L/s の水を流す場
合、ベンドに作用する分力および合力を求めよ。
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（2） 角運動量の法則 (p75)

rQrm  距離運動量

上式を角運動量または運動量
のモーメントと呼ぶ。力学で扱う
トルク（モーメント）に置き換えた
ものである。
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物体の回転運動の強さを量的
に表す。角運動量は質量と速度
と半径に比例する。
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フランシス水車
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ている。

などで構成され･パッキン箱･軸受け遠心ポンプは、羽根車

遠心ポンプの構造図 4.5

5.2 遠心ポンプの構造
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図 入口速度三角形
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とする。
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したがって、羽根車が与えられた角運動量（トルク）
T は、

25
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〔例題 8〕 (p76)
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(3) 壁面に衝突する噴流

を代入すれば上式に 0,
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噴流が平板に直角に衝突したときには、平板に直角方
向の速度がゼロになるので、運動量はすべて平板を
押す力になる。

(a) 固定平板が噴流に垂直な場合
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(b) 固定平板が噴流に対して傾斜する場合
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式①②から
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を代入すると
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噴流が平板に衝突する場合のまとめ
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とする。

密度を進力を求めよ。空気ので走っているとき、推

である。ボートが速度はボートに対して

流の直径。プロペラから出る気船が多く使われている

、プロペラューを回しにくいので沼地を走る船はスクリ
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